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・ふれあいの輪を
　　　　　広げましょう。
・あいさつを
　　　　かわしましょう。
・明るい家庭生活を
　　　　　築きましょう。
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コミュニティまつり 実践部会活動報告
青色パトロール出発式　他 市民会議状況報告 地域トピックス ふくわの集い「芸能発表会」
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　三大行事の1つである第31回「コミュ
ニティまつり」を11月12日(土)･13日(日)
市毛コミュニティセンターとその周辺
で開催しました。
　館内では多くの芸術作品の展示、館
外は模擬店や趣向をこらしたイベント
などで賑わいました。好天にも恵まれ、
大勢の来場者により盛大に地域交流が
できました。
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映画鑑賞会会場

コミセンまつり 射的で遊ぶ子供たち空カン・ゴミの仕分け作業

新春もちつき大会

旧大子町立上岡小学校にて

模擬店（みそおでん販売）

映画鑑賞会ポスター

青色パトロール出発式パトロールへと出発
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子
ど
も
た
ち
に
、
楽
し
く
、
臼

と
杵
で
の
も
ち
つ
き
体
験
を
し
て

も
ら
お
う
と
、
1
月
22
日（
日
）「
新

春
も
ち
つ
き
大
会
」
を
枝
川
小
学

校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

児
童
・
保
護
者
１
２
４
名
が
参

加
し
て
、
ま
ず
、
折
り
紙
で
つ
く
っ

た
凧
あ
げ
と
羽
根
つ
き
な
ど
の
遊

び
で
、
気
持
ち
良
い
汗
を
か
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
で
も

ち
を
つ
き
、
き
な
粉
や
大
根
お
ろ

し
に
か
ら
め
て
ほ
お
ば
り
、
し
る

こ
や
雑
煮
で
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

寒
さ
が
緩
ん
だ
穏
や
か
な
青
空

の
も
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

11
月
13
日
（
日
）
市
毛
コ
ミ
セ
ン

に
お
い
て
、
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
部
会
も
イ
ベ
ン
ト
部
門
に
参

加
し
、
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
の
盛
り

上
げ
に
か
か
わ
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

恒
例
の
「
み
そ
お
で
ん
」
販
売
で

は
、
前
日
か
ら
の
仕
込
み
に
よ
り
、

絶
妙
な
タ
レ
に
仕
上
が
り
、
上
々

な
売
れ
行
き
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
自
転
車
の
安

全
な
乗
り
方
ク
イ
ズ
」
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
グ
ッ
ズ
を
ゲ
ッ
ト
し
、

な
か
な
か
の
好
評
で
し
た
。

　

平
成
28
年
度
後
期
体
育
部
会
で

は
、
10
月
に
第
2
回
ゴ
ル
フ
大
会

を
ス
パ
＆
ゴ
ル
フ
に
お
い
て
24
名

の
参
加
者
で
開
催
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま

つ
り
に
お
い
て
、
射
的
お
よ
び
ア

メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
の
販
売
を
行

　

き
れ
い
な
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
環
境
部
会
は
毎
年
12
月
に
、
早

　

10
月
16
日
（
日
）
に
県
北
芸
術
祭

の
奥
久
慈
清
流
エ
リ
ア
を
鑑
賞
す

る
、
文
化
部
会
主
催
の
研
修
会
を
、

参
加
者
19
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
る
な
か
5
か
所

の
展
示
会
場
で
現
代
ア
ー
ト
を
存

分
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。
規
模
に
圧

倒
さ
れ
た
り
、
技
術
に
感
激
す
る

な
ど
、
作
品
一
つ
一
つ
に
心
が
踊

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
の
中
盤
と
の
こ
と
で

混
み
合
う
時
期
で
し
た
が
、
予
定

通
り
行
程
が
進
み
存
分
に
芸
術
を

満
喫
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
8
月
27
日
（
土
）
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
夏
休
み
最
後
の
土

曜
日
の
夕
方
、
1
日
限
り
の
映
画

鑑
賞
会
を
実
施
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド

ア
ニ
メ
の
「
ミ
ニ
オ
ン
ズ
」
を
上
映

し
ま
し
た
。
事
前
準
備
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
借
り
る
手
続
き
、
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
、
そ
し
て
大
会
議
室
の
天
井

や
壁
に
暗
幕
張
り
、
手
作
り
の

3
ｍ
ス
ク
リ
ー
ン
の
設
置
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
１
３
８
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
画
面
に
く
ぎ
付
け
の

子
ど
も
た
ち
と
親
・
祖
父
母
の
笑

い
や
驚
き
の
歓
声
の
中
、
三
世
代

交
流
も
図
れ
て
大
成
功
の
上
映
会

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
楽
し
い

企
画
を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

12
月
18
日
（
日
）
勝
田
二
中
地
区

自
警
団
に
よ
る
、
青
色
回
転
灯
装
備

車
出
発
式
が
、
市
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
青
色
回
転
灯
従
事

者
及
び
関
係
者
並
び
に
市
役
所
・
警

察
署
か
ら
の
ご
来
賓
も
参
加
さ
れ
、

厳
粛
な
出
発
式
の
後
、
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
の
活
動
パ
ト
ロ
ー

ル
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　

◇
青
色
回
転
灯
従
事
者
で
す
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第
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第
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習
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平
成
28
年
度
後
期
事
業
紹
介

体
育
部
会

早
戸
川
下
流
清
掃
実
施環境

部
会

研
修
会
実
施

文
化
部
会

コ
ミ
セ
ン
「
シ
ア
タ
ー
」
に

津
田
コ
ミ
セ
ン

い
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
触
れ

合
い
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
理

事
研
修
と
し
て
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
体
力
の

増
進
を
図
り
ま
し
た
。
12
月
に
は
、

卓
球
・
ピ
ン
ポ
ン
大
会
を
開
催
し
、

多
数
の
中
学
生
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
2
月
に
は
、
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
、
最
終
事

業
と
な
り
ま
し
た
。

戸
川
下
流
「
枝
川
」
地
域
の
ゴ
ミ

拾
い
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
12
月
11
日
（
日
）
に
参

加
者
19
名
が
、
数
班
に
分
か
れ
て
、

空
き
カ
ン
や
ゴ
ミ
な
ど
を
回
収

し
、
分
別
仕
分
け
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

地
道
な
活
動
で
す
が
、
ゴ
ミ
を

無
く
す
た
め
に
、
今
後
も
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。



ー 

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
　
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る
社
会
を 

ー

地
域
福
祉
の
充
実
と
実
践

「
ワ
イ
ワ
イ
ふ
れ
あ
い
館
」を

　
　
　
　 ケ
ー
ス
ス
タ
ディ
と
し
て

「
ワ
イ
ワ
イ
ふ
れ
あ
い
館
」を

　
　
　
　 ケ
ー
ス
ス
タ
ディ
と
し
て

ふれあいサロン

グループでの意見掲示

地 域 福 祉 座 談 会

―  高齢者が元気に活躍できる　二中学区にするために  ――  高齢者が元気に活躍できる　二中学区にするために  ―

「みつばちカフェ」

みんなが繋がったら
　　　　　　何ができるだろう

●市域福祉の充実と実践
●津田コミセンの今後のあり方
◆地域福祉の充実と実践
◆津田コミセンの今後のあり方

市民と市が自由に意見交換

２つの市民会議
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市
民
会
議
…
初
め
て
聞
く
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
時
代
に
お
い
て
、
国

と
地
方
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
市
民
で
あ
る

私
た
ち
は
、
今
ま
で
以
上
に
市
政

へ
関
わ
り
、
私
た
ち
自
ら
の
責
任

で
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、
平
成
22

年
4
月
1
日
、「
ひ
た
ち
な
か
市
自

立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条

例
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
最

高
規
範
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

私
た
ち
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

市
民
と
市
は
適
切
に
役
割
を
分
担

し
、「
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
課
題
や
市
の
施
策
な
ど

に
つ
い
て
、
市
民
と
市
が
自
由
に

意
見
交
換
を
行
う
た
め
、「
市
民
会

議
」
の
設
置
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
議
で
提
案
さ
れ
、
公
共
の

利
益
の
増
進
に
効
果
が
あ
る
と
合

意
が
さ
れ
た
結
果
は
、
市
の
施
策

に
反
映
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
中
学
区
で
は
、
平
成
25
年
度

に
地
域
の
方
々
か
ら
課
題
の
提
出

を
い
た
だ
き
、「
市
民
会
議
」
で

テ
ー
マ
ご
と
に
、
通
学
路
の
安
全
、

不
法
投
棄
防
止
策
を
課
題
に
取
り

上
げ
、
解
決
策
を
協
議
し
、
一
定

の
成
果
を
得
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
2
月
か
ら
老
朽
化
し
た

「
津
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
」
及
び
昨
年
12
月
に
は
、

「
地
域
福
祉
の
充
実
と
実
践
…
ワ

イ
ワ
イ
ふ
れ
あ
い
館
を
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
と
し
て
」
の
市
民
会
議
を

発
足
し
、
地
域
と
し
て
今
後
の
あ

り
方
を
、
市
を
交
え
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
の
中
で
、
高
齢
者

が
明
る
く
元
気
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

の
統
計
に
よ
る
と
高
齢
者
人
口

（
65
歳
以
上
）
が
、
平
成
37
年
に
は

３
６
５
７
万
人
に
達
し
、
総
人
口

の
30·

３
％
に
な
る
事
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
ん
だ
今
、
健
康
面

で
の
不
安
、
一
人
暮
ら
し
、
老
々

世
帯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

二
中
学
区
に
は
、
平
成
16
年
11

月
か
ら
高
齢
社
会
を
先
駆
的
に
見

据
え
、
旧
津
田
保
育
所
跡
へ
開
設

運
営
さ
れ
て
い
る
「
ワ
イ
ワ
イ
ふ

れ
あ
い
館
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
施

設
は
、
学
区
内
の
数
人
の
先
達
の

要
望
に
よ
り
、
市
の
理
解
を
得
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
開
設
以
来
12

年
が
経
過
し
、
地
域
福
祉
の
増
進

に
寄
与
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
団
体
が
視
察
に
訪
れ
る
な
ど
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
福
祉
の
重
要
性

を
考
え
市
民
の
力
で
先
進
的
な
地

域
活
動
と
し
て
運
営
し
て
き
た

「
ワ
イ
ワ
イ
ふ
れ
あ
い
館
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
高
齢
と
な

り
、
今
後
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
な
課
題
と
し
て
、

地
域
福
祉
の
観
点
か
ら
、
こ
の
施

設
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、

市
と
住
民
の
代
表
者
や
有
識
者
で

構
成
す
る
「
市
民
会
議
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
昨
年
12
月
6
日
に
第

1
回
目
の
会
議
を
開
催
し
、
平
成

30
年
2
月
ま
で
、
7
回
の
会
議
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
を
進
め
る
中
で
、
地
域
と

し
て
、
二
中
学
区
に
お
け
る
高
齢

者
に
、
何
が
必
要
か
、
将
来
に
向

か
っ
て
の
生
き
が
い
対
策
が
見
つ

け
ら
れ
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
、
生

き
生
き
し
た

生
活
が
で
き

る
社
会
が
で

き
な
い
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　

日
頃
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
気

軽
に
話
し
合
え
る
場
＝
井
戸
端
会

議
・
地
域
福
祉
座
談
会
「
み
つ
ば

ち
カ
フ
ェ
」（
主
催
：
市
・
市
社
協
）

が
1
月
20
日
（
金
）
二
中
地
区
住
民

を
対
象
に
、
市
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
自
治
会
役
員
、
子
ど
も
会
育
成

会
、
民
生
委
員
な
ど
60
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
み
ん
な
が
繋
が
っ
た

ら
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
〜
高
齢
者

が
元
気
に
活
躍
で
き
る
二
中
学
区

に
す
る
た
め
に
〜
」
を
、
テ
ー
マ
に

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
5
人
1
組
の
12
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
で
あ

る
高
齢
者
が
元
気
に
活
躍
で
き
る

二
中
学
区
に
す
る
た
め
、
思
っ
て

い
る
こ
と
・
考
え
て
い
る
こ
と
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
、

パ
ネ
ル
に
掲
示
・
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

①
参
加
し
な
い
・
で
き
な
い
高
齢

者
を
誘
う
こ
と
が
大
切

②
元
気
な
高
齢
者
が
、
も
っ
と
活

躍
で
き
る
環
境
が
大
切

③
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
活
発
に

す
る
こ
と
が
大
切

④
歩
い
て
行
け
る
活
動
の
場
所
が

あ
る
こ
と
が
大
切

⑤
人
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と

が
大
切

⑥
趣
味
・
特
技
を
生
か
し
た
交
流

の
場
や
機
会
づ
く
り
が
大
切

⑦
子
ど
も
と
高
齢
者
が
ふ
れ
合
う

場
が
大
切

⑧
隣
近
所
と
の
つ
な
が
り
が
大
切

⑨
多
世
代
間
の
交
流
が
大
切

　

今
回
の
座
談
会
は
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
徳
田
太
郎
先
生
の
指
導
で
、
円

滑
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
市
民
会
議

で
進
め
て
い

る
「
地
域
福

祉
の
充
実
と

実
践
」
と
共

通
す
る
も
の

で
し
た
。

グループに分かれ意見交換

市
民
会
議
�
て
何
？

市
民
会
議
�
て
何
？



津田コミセン全景元気アップ体操

フラワーアレンジメント教室 新年は自作のしめ飾りで

認知症予防には体を動かすことも大切

―
認
知
機
能
低
下
の
予
防
―

―
認
知
機
能
低
下
の
予
防
―

津
田
コ
ミ
セ
ン
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
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津
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
旧
津
田
公
民
館
）
は
、

昭
和
48
年
4
月
に
開
館
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
時
、
津
田
地
区
の
未
来

に
期
待
を
馳
せ
る
有
志
が
寄

附
を
募
り
、
市
の
支
援
を
得

て
、
ま
さ
に
地
域
の
人
た
ち

に
よ
る
地
域
の
た
め
の
施
設

と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
年
間
３
０
０
０

件
近
い
利
用
が
あ
り
、
地
域
に

必
要
不
可
欠
な
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
中
核
的
役
割
を

担
っ
て
き
た
こ
の
施
設
も
、

開
館
か
ら
43
年
の
歳
月
が
流

れ
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
時
代

の
変
化
と
と
も
に
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
生

涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
も
十

分
と
は
い
え
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
26
年
度
か
ら
施
設
の
管
理
運
営

が
、
市
か
ら
二
中
学
区
地
域
の
輪
を

つ
く
る
会
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
二

中
学
区
地
域
の
輪
を
つ
く
る
会
で

は
、
平
成
28
年
2
月「
津
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方
」

を
、
検
討
す
る
た
め
、
市
民
会
議
を

発
足
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
津
田
の
五
自
治
会（
津
田

一
、
津
田
二
、
津
田
三
、
西
山
、
津

田
東
）か
ら
代
表
者
各
1
名
、
コ
ミ
セ

ン
職
員
2
名
、
地
域
の
輪
を
つ
く
る

会
か
ら
4
名
の
計
11
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
昨
年
12
月
、
自
治
会
・

利
用
団
体
３
２
１
名
に
、
利
用
状
況
、

満
足
度
、
優
先
す
べ
き
整
備
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
３
０
３
名

（
94·

7
％
）
の
方
か
ら
回
答
を
得
ま

し
た
。
こ
の
回
答
率
の
高
さ
か
ら
も
、

次
世
代
に
繋
ぐ
施
設
と
し
て
、
住
民

及
び
利
用
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
わ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
二
中
学
区
市
民
会
議
と
し

て
平
成
33
年
前
後
を
目
途
に
基
本
方

針
を
策
定
す
る
計

画
で
す
。
そ
の
後
、

市
民
会
議
の
結
果

の
実
現
に
む
け
て
、

市
の
関
係
所
管
課

と
協
議
を
進
め
る

予
定
で
す
。

津田コミセン
の今後のあり方

津田コミセン
の今後のあり方

築43年…
老朽化した

基本方針を策定し実現に向け市と協議

　

先
日
、
所
用
が
あ
っ
て
、
津
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
行
き

ま
し
た
。

　

帰
ろ
う
と
し
て
、
駐
車
場
を
見

る
と
、
北
勝
園
の
車
が
駐
車
し
て

あ
る
の
が
目
に
入
り
、
何
を
し
て

い
る
の
か
、
事
務
所
に
尋
ね
ま
し

た
。

　

認
知
機
能
低
下
の
予
防
「
エ
ン

ジ
ョ
イ
つ
だ
」
の
出
張
型
予
防
の

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
を
地
域
で
支
え
合
う
、
出

張
型
の
市
が
指
定
す
る
新
し
い

「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
」事
業
で
し
た
。
自
分
の
健
康
維

持
の
た
め
15
名
く
ら
い
の
参
加
者

は
、
北
勝
園
の
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
指
導
で
、
体
操
や
折
り

紙
な
ど
に
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

担
当
者
に
聞
く
と
「
要
支
援
1
・

2
の
方
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
を
利

用
し
て
い
な
い
方
）
と
新
総
合
事

業
対
象
者
（
市
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
で
事
業
対
象
者
に
該
当
し
た

方
）
が
対
象
で
、
体
操
、
脳
ト
レ
、

口
腔
機
能
向
上
を
主
に
行
っ
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
毎
週
水
曜

日
の
午
前
と
午
後
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
3
時
間
程
度
の
時
間
で
開
催

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

転
倒
予
防
、
認
知
症
予
防
、
誤

嚥
予
防
な
ど
、
高
齢
と
と
も
に
、

衰
え
る
機
能
を
訓
練
し
て
、
い
つ

ま
で
も“
明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気

よ
く
”
生
活
が
で
き
る
た
め
の
事

業
で
し
た
。

（
M
・
Ｓ
生
）

利用したことが
ある
75.4％

これまでに
1～2回程度
17％

年に1～2回程度
30％

利用したことが
ない

24.3％

わからない
0.3％

月に1～2回程度
38％

週に1回程度
10％

それ以上
5％

利用頻度 利用状況

0 50 100 150

自治会活動
子供会

高齢者クラブ
婦人部

サークル活動①
サークル活動②
サークル活動③
サークル活動④

NPO・ボランティア活動
その他

0
図書室集会室茶室研修室B研修室A実習室和室大会議室

50

100

150

200

利用したことのある部屋

利用した内容

（単位：件）

（単位：件）

40

111

68
89

105

48

115

157

133
49

18
31
34

20
18

45

28
5



絆を深めたコミセンまつり

なごやかに歓談中

楽しい踊りにより盛大に開催しました楽しくできた餅つき大会

熱心に講演を拝聴

上棟式当日の湫尾神社 上棟式（1月15日）

全体会の様子

ちびっこ広場にて

有意義な研修でした消火器による体験

大洗磯前神社にて
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12
月
4
日（
日
）快
晴
の
中
、「
明

る
く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く
・
強

め
よ
う
地
域
の
絆
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
津

　

12
月
11
日（
日
）津
田
コ
ミ
セ
ン

で
隊
員
57
名
出
席
の
も
と
、ご
来
賓

に
、市
民
活
動
課
課
長
、市
毛
交
番

所
長
、津
田
小
教
頭
の
3
名
を
お
迎

え
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
方
々
か
ら
日
頃
の
活
動
に

対
し
て
の
お
礼
と
、防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

が
犯
罪
の
抑
止
力
に
な
っ
て
お
り
、今

後
も
活
動
を
継
続
し
て
欲
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

活
動
報

告
の
後
、隊

員
の
親
睦

を
図
る
懇

親
会
を
開

催
し
、
全

体
会
を
終

了
し
ま
し

た
。

　

12
月
20
日（
火
）市
毛
南
自
治
会

24
名
は
、介
護
施
設
敬
愛
の
杜
と
筑

波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

敬
愛
の
杜
で
は
、ま
る
で
ホ
テ
ル
の

様
な
施
設
に
驚
き
つ
つ
職
員
さ
ん
の

説
明
を
受
け
、介
護
施
設
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。昼
食
・
笠
間
稲

荷
散
策
の
後
、訪
れ
た
筑
波
海
軍
航

空
隊
記
念
館
で
は
、ビ
デ
オ
や
特
攻

隊
員
の
遺
品
な
ど
を
見
学
し
、平
和

の
尊
さ
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。

　

2
月
8
日（
水
）小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
利
用
者
を
対
象
に
し
た
交

流
会
を
大
洗
地
域
で
実
施
し
ま
し

た
。22
名
が
参
加
し
、大
洗
磯
前
神

社
を
参
拝
の
後
、明
太
子
パ
ー
ク
の

製
造
ラ
イ
ン
と
大
洗
タ
ワ
ー
を
見

学
し
ま
し
た
。晴
天
に
恵
ま
れ
、周

辺
か
ら
遠
景
ま
で
の
景
観
を
望
む

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

歓
談
を
交
え
た
昼
食
後
に
は
、大

洗
ア
ク
ア

ワ
ー
ル
ド

で
の
イ
ル

カ
シ
ョ
ー

な
ど
を
観

賞
し
、
相

互
の
交
流

を
図
り
ま

し
た
。

　

甲
斐
武
田
氏
発
祥
の
地
で
あ
る

武
田
地
区
に
は
、そ
の
氏
神
さ
ま
の

湫
尾
神
社（
現
在
再
建
中
）が
あ
り

ま
す
。

　

初
春
の
1
月
15
日（
日
）そ
の
上
棟

式
が
お
ご
そ
か
に
取
り
行
わ
れ
ま
し

た
。式
後
、氏
子
さ
ん
た
ち
に
よ
る
紅

白
の
餅
や
お

菓
子
が
大
量

に
ま
か
れ
、

参
列
し
て
い

た
大
勢
の
人

た
ち
が
、
歓

声
を
上
げ
て

素
早
く
拾
い

集
め
て
い
ま

し
た
。

　

神
社
の
完

成
が
待
ち

遠
し
い
、
武

田
地
区
の
冬

の
一
日
で
し

た
。

　

12
月
4
日（
日
）枝
川
転
作
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
第
33
回
枝
川
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
吹
奏
楽
演
奏
と
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
が
祭
り
に

華
を
添
え
ま
し
た
。会
場
内
で
は
芸

術
作
品
展
示
を
は
じ
め
、各
団
体
に

よ
る
野
菜
や
餅
・
手
打
ち
そ
ば
な
ど

の
模
擬
店
が
開
か
れ
好
評
で
し
た
。

　

好
天
に
も
恵
ま
れ
大
勢
の
来
場

者
が
あ
り
、地
域
を
挙
げ
て
の
大
イ

ベ
ン
ト
・
交
流
会
が
盛
大
に
で
き
ま

し
た
。

　

1
月
15
日（
日
）恒
例
の
餅
つ
き

大
会
が
、勝
田
本
町
自
治
会
館
で
、

好
天
の
も
と
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。子
ど
も
会
と
青
年
部
が
中

心
に
な
り
、約
80
名
の
大
人
、子
供

が
集
ま
り
、楽
し
く
元
気
よ
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
つ
き
上
げ
た
餅
を
、お

母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
て
く
れ
た「
あ
ん

こ
ろ
餅
」や

「
き
な
粉

餅
」
な
ど

に
し
て
も

ら
っ
て
、

皆
で
ほ
お

ば
り
、
楽

し
い
一
日

を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

11
月
30
日（
水
）津
田
西
山
長
寿

会
主
催
の
輪
投
げ
大
会
が
32
名
の
参

加
で
、ち
び
っ
こ
広
場
に
於
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。一
見
簡
単
に
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、こ
れ
が
な
ん
と
思
っ
た
所

に
は
行
か
ず
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
が
、参
加
者

全
員
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

輪
投
げ
会
員
は
、現
在
15
名
、毎

週
水
曜
日
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

30
分
ま
で
の
練
習
を
楽
し
み
に
張
り

切
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
「
和（
輪
）を
以

っ
て
尊
し
と
な

す
」明
る
く
・
楽
し

く
・
元
気
よ
く
・
を

モ
ッ
ト
ー
に
、一
投

入
魂
に
集
中
し
輪

投
げ
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

　

多
く
の
会
員
の

皆
様
の
入
会
大

歓
迎
、お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
茶
房
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
、
お
茶
を
飲
み
・
お
し
ゃ
べ
り
が

で
き
る
憩
い
の
場
と
し
て
、
津
田
集
会

所
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
毎

月
第
4
月
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分
の
予
定
で
津
田
第
三
自
治
会

と
津
田
東
自
治
会
が
合
同
で
10
月
か

ら
始
め
ま
し
た
。

　

当
面
は
、
高

齢
の
方
々
を
対

象
と
し
て
い
ま

す
が
、
先
々
に

は
地
域
の
皆
さ

ん
の
、
世
代
間

交
流
の
場
に
発

展
さ
せ
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
お

気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
場
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
企
画

を
い
た
し
て
い
ま

す
。

　

2
月
11
日（
日
）立
哨
・
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
員
の
方
へ
の「
感
謝
の
集
い
」

を
開
催
。そ
の
中
で
地
域
の
３
子
供

会
の
児
童
よ
り
日
頃
の
立
哨
・
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、警
察
署
生
活
安
全
課

長
よ
り「
ひ
た
ち
な
か
市
の
犯
罪
発

生
状
況
と
対
応
」と
題
し
ご
講
演
を

戴
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
な
か
で
、昨
年
度
管
内
で
は
窃

盗
事
件
の
多
発
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
地
域
に
お
け
る
防
犯
活

動
が
重
要
に

な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。自
治
会

で
は
今
後
も
、

地
域
の
住
民

と
協
力
し「
安

全
で
安
心
な

地
域
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

「
防
災
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

全
体
会
を
開
催

津
田
第
二
自
治
会

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
利
用
者
移
動
交
流
会

市
毛
北
自
治
会

立
哨
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
員

「
感
謝
の
集
い
」
を
開
催

津
田
第
一
自
治
会

茶
房
「
ふ
る
さ
と
小
町
」

　
　
　
　
　
　
が
オ
ー
プ
ン

津
田
第
三
・
津
田
東
自
治
会
合
同

第
40
回
津
田
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

津
田
五
自
治
会

自
治
会
研
修
旅
行市

毛
南
自
治
会

自
主
防
災
訓
練

堀
口
自
治
会

湫ぬ
ま
尾お

神
社
の
再
建
・
上
棟
式

武
田
自
治
会

枝
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

枝
川
自
治
会

子
ど
も
餅
つ
き
大
会

勝
田
本
町
自
治
会

津
田
西
山
長
寿
会
・
輪
投
げ
大
会

津
田
西
山
自
治
会

　

12
月
4
日（
日
）堀
口
会
館
前
広

場
に
お
い
て
自
主
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
約
90
名
の
参
加
者

が
あ
り
、ひ
た
ち
な
か
消
防
本
部

か
ら
、消
火
器
の
使
い
方
、煙
の
中

の
避
難
方
法
、応
急
手
当
の
方
法
、

地
震
へ
の
備
え
、住
宅
用
防
災
機
器

な
ど
に
つ
い
て
の
使
い
方
や
実
施
方

法
に
つ

い
て
説

明
を
受

け
ま
し

た
。

　

今
後

の
備
え

に
と
て

も
勉
強

に
な
り

ま
し
た
。

田
小
児
童
の
演
奏
で
開
始
す
る
と
、

館
庭
は
芸
能
発
表
会
場
で
の
歌
声

や
模
擬
店
の
前
で
の
歓
声
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

　

館
内
は
利
用
団
体
の
方
が
展
示

し
た
作
品
を
多
く
の
方
が
鑑
賞
し

て
お
り
、
今
年
も
テ
ー
マ
通
り
の
賑

や
か
な
ま
つ
り
で
し
た
。



カラオケ

舞　踊

土　笛 ピアノ演奏

子
ど
も
神
輿
巡
行
の

　
安
全
確
保

津
田
第
二
自
治
会

自
治
会
自
慢

子
ど
も
神
輿
巡
行
の

安
全
確
保

子ども会の神輿巡行

ふ
く
わ
の
集
い
ご
芳
志

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平
成
29
年
度

二
中
学
区
地
域
の
輪
を
つ
く
る
会

定
期
総
会
の
ご
案
内

日
時

　4
月
22
日
（
土
）午

後
1
時
30
分

場
所

　市
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（６）	 第82号平成29年3月25日

　

11
月
23
日（
水
）勤
労
感
謝
の
日

に
、各
子
供
会
育
成
会
が
、華
や
か
に

飾
り
つ
け
た
子
ど
も
神
輿
３
基
で
、

地
域
内
を
巡
行
し
ま
し
た
。
各
神

輿
に
防
災
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

10
名
が
誘
導
員
・
監
視
員
と
し
て
前

方
・
側
方
・
後
方
で
安
全
を
確
保
し
、

子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
声
を
出
し
、

太
鼓
を
た
た
き
な
が
ら
練
り
歩
く

と
、
近
所

の
方
が
笑

顔
で
迎
え

て
く
れ
、

子
ど
も
た

ち
を
地
域

で
支
え
た

神
輿
巡
行

で
し
た
。

○
ひ
た
ち
な
か
市
長　
　
　
　
　

様

○
ひ
た
ち
な
か
市
議
会
議
長　
　

様

○
新
井
接
骨
院　
　
　
　
　
　
　

様

○
シ
ミ
ズ
空
調
サ
ー
ビ
ス　
　
　

様

○
市
毛
鹿
島
神
社　
　
　
　
　
　

様

○
船
勢
鮨　
　
　
　
　
　
　
　
　

様

○
二
中
学
区
地
域
の
輪
を

　

つ
く
る
会　

前
会
長

　
　
　
　
　

軍
司　
　

清　
　
　

様

○
二
中
学
区
地
域
の
輪
を　

　

つ
く
る
会　

前
文
化
部
会
長

　
　
　
　
　

永
井　

正
男　
　
　

様

順
不
同　

　
　

ご
芳
志
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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